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1．現場実践教育の必要性と意義（松田）
平成 25年 4月、京都文教大学臨床心理学部
に創設された「教育福祉心理学科」がスタート
した。子どもや保護者、障がい者と接する上で、
必要となる臨床心理学的知見をベースとしなが
ら、小学校教員を目指す「こども教育心理専攻」
と、保育士や精神保健福祉士を目指す「保育福
祉心理専攻」が設置された学科である。本論で
はその中の「保育福祉心理専攻」の学生が 1年
次秋に履修する「教育福祉心理学基礎演習（保
育福祉心理専攻クラス）」（以下、基礎演習）で
の、完成年度までの 4年間の実践について報告
する。
そもそも大学というアカデミックな場での専
門職養成課程で、なぜ「現場実践教育」が目指
されなければならなかったのか。そこには様々
な背景と理由が絡み合っていると考えられる
が、そのうちの大きな背景事情のひとつとして、
時代に伴う社会構造の変化が挙げられる。たと
えば、市場経済の中で消費社会化が進み、家庭
や地域での忙しい日常の中で優先順位や価値観
が変化してきている。子どもの時から世代や属
性の異なる者と、立場を越えて自然に関わり、
遊びや学びを共有しつつ創造したり、生活の知
恵を伝え合ったりすることが圧倒的に少なく
なった。これらのいわゆる「古き良き地域生活」
には煩わしさも伴うため、私たち大人は個人の
幸福と便利さを優先し、面倒なことや時間がか
かることを捨象してきたものと思われるが、そ
の副作用として出てきているのかもしれない。
子育て支援や児童虐待対応が喫緊の課題となっ
ていることは、まさにその結果であるかもしれ
ず、また、同じ社会の中で生活していながら、
身体・知的・精神障がい者と生で関わる体験が
大学生になるまでほとんどないということも、
効率を優先にしてきた私たちの社会の負の側面
なのかもしれない。
もうひとつの事情として、対人援助の要求水
準が高まると同時に、専門職に高度な技術が求
められ、専門技術が細分化されたり、資格化が
進んだりする方向性にあることがある。社会の
ニーズに対応すべく進化を遂げてきた結果であ
るとはいえ、そのような方向性にも当然ながら
副作用があるものと思われる。たとえば、「人」
を身体・心理・社会・スピリチュアルな領域に
またがるトータルな存在として、自分の専門分
野を越えて見ようとする視点や、同じ平面に立
つ「人」として相手が置かれている状況とそれ
に対する反応を、同じレベルで理解しようとす
る感性が見失われがちであるように思われる。
目に見えない「心」の理解については、相手の
立場に立たないと見えてこず、幅広くかつ奥深
い、果てしない人間理解の努力が求められるも
のと考えられるが、専門化が進むほどにそれが
見失われがちになることは、実にパラドキシカ
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ルであると言わざるを得ない。
これらの大きな背景事情がある中で、あるい
はその一方で、対人援助職を目指す学生たちの
様子も変わってきており、子どもや保護者、障
がい者と関わる経験が乏しくなってきている。
そのため、まずは出会い、接し、関わる、初め
の一歩を踏み出せるように仕掛け作りをし、背
中を押していく必要性が生じてきている。保育・
福祉系のボランティアやアルバイトなどもある
が、自発的に現場に赴く学生はごく一部である。
何事もそうであるが、見たことも関わったこと
もない相手の土俵に自ら出向くことは、なかな
かできるものではない。またその一方で、4年
後に専門職として現場に出るに際して、たとえ
ば保育士ならば通常の保育に加えて、子育て支
援、発達支援、療育、児童虐待対応、児童養護
など、求められる専門技術は幅広く、現場の課
題は山積している。精神保健福祉士についても
同様で、精神障がいを抱えた人の長期入院から
の退院促進、地域生活の継続、就労支援などそ
もそもの支援技術に加えて、ライフステージや
領域を越えた国民の精神保健福祉に関わるほぼ
すべての事柄に対して、即戦力として携わるこ
とが求められてきている。そのような社会情勢
も踏まえておかないと、就職後にリアリティ
ショックや不適応を起こし、保育・福祉領域で
働き続けることができない状態に陥りかねな
い。
以上のことから大学での養成課程において、
高校を卒業して対人援助職を目指す最初の一歩
目から、4年後の就職、さらには卒後までを視
野に入れた上で、アカデミックな学びと並行し
て、現場での実践に少しずつ慣れさせていく必
要があるのである。当然ながらそれは大学単独
でできることではないため、多くの現場とそこ
で働く専門職、そして当事者の皆様の多大なる
お力をお借りして教育が成り立っていることは
言うまでもない。
以下に報告するすべての授業おいて、前週に
事前学習を行い、直後の週に事後学習を行って
いる。また同時に、行ったことについての記録
を念頭に置き、コメントカードは観察事項と考
察事項、反省と今後の課題に分けて書くことと
した。なお平成 26年度より手嶋教授が統括さ
れている「書く技法」と本授業との連携を行い、
活動後のコメントは「書く技法」にて添削して
頂いた。
本報告については、それぞれの授業でご協力
頂いた、当事者や関係機関の皆様に了解を得て
いる。
2．実践報告
（1）　 視覚障がい者を講師に招いてのブライン
ドウォーク・カフェ（松田）
春学期の初年次演習では「こども教育心理専
攻」の学生たちと共に、保健所職員を講師に招
いての感染症対策の講義と手洗い実習や、新聞
記事を使ったリスクマネジメントに関わるディ
スカッションを行い、それぞれの専攻に関わる
現場を見学に行く。そして秋学期の基礎演習で
は、「こども教育心理専攻」と「保育福祉心理
専攻」でクラスが分かれ、後者のクラスでは初
めに視覚障がい者を講師に招いてのブラインド
ウォーク・カフェの体験授業を行ってきた。
この授業では、幼少期からの視覚障がい者で
全盲の田村恵子氏を講師として招き、初めに視
覚障がいについての講義を受け、その後に簡単
なワークを行った。年度によってワークの内容
は異なるが、たとえば、狭い視野について理解
するために、紙を丸めた筒から外部を観るとい
う体験をする。視野が狭くなると状況の理解や
歩行に困難が生じる。また、目を閉じて紙に自
分の名前を書くワークでは、学生たちは多少、
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字が歪んだり、文字列が斜めになったりするも
のの、ある程度は書くことができる。しかしこ
れは幼少期から繰り返し、自分の目で確かめな
がら名前を書いてきたためであり、もし漢字を
学ぶ前に視覚障がいになっていたら、このよう
に書くことはできないことに学生たちはすぐに
気付く。また別のワークでは、目を閉じてじゃ
んけんをしたり、複数のメンバーで手をつない
だりするというものがある。じゃんけんは自分
が何を出しているか声に出さないと成立しな
い。離れた相手と手をつなぐには、お互いに声
を掛けあったり、手で探り合ったりせねばなら
ない。これらのことも普段は視覚に頼って行っ
ているのであり、視覚が奪われるとたちどころ
に路頭に迷うこととなる。
それらの簡単なワークの後に、講師からブラ
インドウォークについてのレクチャーがある。
ブラインドウォークは 1名の学生がアイマスク
をして、もう 1名の学生がその手引きをすると
いうもので、段差の場合や狭い通路の場合など、
場面によって手引きの仕方が異なる。ただ、学
生たちにとっては何よりも“見えないこと”と、
そのために “ 人を信じて頼る ” という体験が、
いかに怖くて勇気を必要とするものであるか
が、鮮烈に印象づけられるようである。特に下
りの段差がどこにあるか分からないことが怖い
との感想が多かった。
さらにブラインドカフェでは、アイマスクを
したままペットボトルから紙コップに水を注い
で飲んだり、プリン等を皿に出してスプーンで
食べたりし、介助者はそれを言葉で補いながら
サポートする。コップに水を注ぐのは、見えて
いないとどこまで注いだのか分かりづらく、プ
リンは見ながらでないとスプーンに乗っている
のか、口はどこにあるのか、すら分からない。
ヨーグルトはパッケージを見ないと何味かが分
からず、食べてみても、意外とフレーバーが分
かりづらかったりする。このように人は視覚に
依存しながら生活しているわけであるが、学生
たちは自分の身体と心を通して体験してみるこ
とで、視覚障がいを持って生活することのどこ
に困難があるのか、どのような点に注意して支
援すれば良いのかを、たった 1コマの授業では
あるが感じ取っているようであった。
（2）　 精神障がいを持つ当事者を招いての講義
と交流（松田）
精神障がいを持つ当事者を招いた授業では、
前半に講義、後半に音楽を媒介とした交流を
行った。
講義においては、青年期に精神疾患を発症し、
精神科医療機関への入院やその後の地域生活を
経験してこられた、精神障害ピアカウンセラー
細田一憲さんよりお話し頂いた。まず、我が国
の精神障がい者の現状や精神科医療の課題と
いった大枠の話をされ、続いて、ご自身の精神
障がいの受容にいたるまでの心理的過程や、現
在の生活と取り組んでいる活動などについてお
話しくださった。そのような背景と体験から、
特に支援者に求めることとして、精神障がい者
の “ 伴走者 ” であることを述べられた。また、
学生たち自身がストレス状況に晒され、精神的
不調を抱えたとしても、弱いことは恥じること
ではなく、むしろありのままの自分を受け入れ
て信頼できる人に相談することが大切であると
のメッセージを伝えて頂いた。
また、後半の交流においては、音楽を得意と
する当事者の男性が歌やギターを通して学生た
ちと交流した。学生たち世代はリアルタイムで
知らない曲ばかりではあるが、男性の歌唱力と
ギターの技術は学生たちの心に響くものがあ
り、ステージとフロアを越えて教室が一体と
なっていた。歌を歌うときの伴奏は、本学総合
社会学部の馬場教授にお手伝い頂いた。また演
58 2016 年度　心理社会的支援研究　第 7集
奏後は教員との対談形式で、学童期から現在ま
での病気の経過や、長年にわたる引きこもり生
活から音楽を通して現在の活動に至った様子な
どを聴かせて頂いた。
学生たちにとっては精神障がいを持つ当事者
と関わる初めての体験であると言うことがで
き、講義も交流も新鮮なこととして、素直に受
け取られているようであった。
（3）　 ももやま児童館 2歳児親子グループとの
交流（松井）
①活動の概要
本学保育士養成課程が立ち上がった平成 24
年度からこれまで継続して取り組んできた活動
である。ももやま児童館の 2歳児親子グループ
にお越しいただき、子どもたちや保護者の方と
の交流を通して、実践的な学びを深めることが
主たる目的である。当日、ももやま児童館の先
生方から手遊びやダンスも教えていただいて子
どもたちと共に楽しんだり、学生自らが企画・
準備した遊びや手作りおもちゃも用いたりしな
がら、かかわりを通して学んでいく。
②事前学習
（a） 講義：乳幼児とかかわる活動を企画・実
施する上での留意点
 　0～ 2歳児の子どもたちとかかわるうえで
重要な事項について、以下 8点の講義を行っ
た。ⅰ）命を預かる責任：ただ子どもたちと
遊ぶというのではなく、感染症対策や事故防
止対策を徹底し、「命を預かる責任」のもと
に成り立つ活動であること、ⅱ）子どもの発
達の知識：それぞれの子どもにふさわしいか
かわり方をするために、年齢的な発達と共に
個人差があることを把握しておく必要性、ⅲ）
事故防止：子どもの発達から考えて事故の起
こらない環境作りをすること、視野を広くも
つこと、おもちゃや遊び道具を用意するうえ
で安全な素材を用いること、ⅳ）事故発生後
の対応：万が一事故が発生した場合の対応方
法、ⅴ）自己管理：当日までの体調管理や、
爪を短く切る等子どもにけがをさせないため
の必須事項、適切な服装や言葉遣い等、ⅵ）
遊びの企画：安全性を十分考慮したうえで、
子どもたちがおもしろそう、やってみたいと
思えるようなものを考えること、ⅶ）個人情
報保護：個人情報を本人の同意や機関および
大学の許可を得ることなく、口頭、写真、
WEB上の記述（SNSやツイッター）等を通
じて第三者に漏えいさせないこと、ⅷ）かか
わりを通して学ぶこと：1年次における活動
でもあり、頭で考えるよりも、直接的なかか
わりを通した学びを主眼におくことである。
（b） 課題：0～ 2歳児の子どもの発達と遊び
について
 　以下の 3点から事前課題に取り組んだうえ
で授業に持参し、グループワークにより準備
を進めた。ⅰ）当日来学する 0～ 2歳児の子
どもの発達について調べ、「配慮すべきこと」
と「子どもたちと一緒にできる活動」を考え
る、ⅱ）活動において必要なものと安全管理
について「人」「もの」の両側面から具体的
に挙げる、ⅲ）小さな子ども連れの保護者の
方に必要な配慮や、自分たちにできることを
考えるというものである。
（c）遊びの企画および準備
 　（b）の課題をもとに、0歳児向け、1・2歳
児向けのグループに分かれて、当日提供でき
る遊びを企画した。やわらかいボールや積み
木、絵本等を用意する案、手作りのおもちゃ
や遊具（フェルトで作ったさいころ、ひもを
ひっぱり出したり入れたりできる箱など、ダ
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ンボールで作ったトンネルや迷路など）の製
作などの案が出された。遊びに必要なものは
すべて具体的に書き出し、内容や完成品の安
全性について確認を行いながら準備を進め
た。
（d）安全管理や役割の意識化
 　当日求められる安全管理や役割について、
（a）の講義や（b）の課題をもとに、グルー
プに分かれて意見を出し合い、まとめ直すこ
とを行った。それらについてグループごとに
発表し全体で共有しながら、当日に向けた安
全管理や役割の意識化を促した。
③当日の流れ
年度によって参加人数や遊びの様子は異なる
ものの、当日は概ね以下のような流れで活動が
進んでいく（次ページ写真参照）。学生は、手
分けをして必要な準備物を持って会場の芝生へ
移動する。子どもたちが到着する前に、ももや
ま児童館の保育士の方に早めにお越しいただ
き、子どもたちが親しんでいる手遊びやダンス
などを学生にご指導いただく。その練習をした
後に、バスにて親子グループが到着し迎えに行
く。初対面でぎこちない様子ではあるが、子ど
もたちの様子を見ながら話しかけたり、手をつ
ないだり、荷物を持ったり、ベビーカーを押し
たりしながら、会場となる芝生まで案内する。
全員そろったところで、先ほど練習をした手
遊びやダンスなどを子どもたちと共に楽しんだ
後、学生があいさつを行う。その後、いくつか
のグループに分かれてブルーシートに座り、昼
食をとる。昼食を終えた子どもから自由に遊び
始め、保護者の方はその場でくつろいでいただ
けるよう、基本的には学生が子どもたちと共に
遊ぶ。ももやま児童館からご用意いただいた
シャボン玉等に加え、ここで事前に準備した学
生の遊び企画も生かしていく。この頃には子ど
もたちも学生も緊張がほぐれ、元気に走り回る
子ども、じっくりと落ち着いた遊びを好む子ど
もなど、それぞれの子どもの様子に応じてさま
ざまな遊びが展開される。0歳の赤ちゃんも来
学し、最初は緊張の面持ちで抱っこを経験させ
ていただく学生もいる。
終了間際になり、ももやま児童館からご持参
いただいたパラバルーンを始めると、関心を
もった子どもたちが徐々に集まってくる。頭上
高く上がったり、間近にせまってきたりするパ
ラバルーンに歓声を上げ、ドームのようになっ
たパラバルーンの中に入ったり、地面においた
パラバルーンの上に寝そべったりして楽しむ。
最後に皆で集まり、学生から感謝の気持ちを
述べた後、バスまで見送りに行く。迎えに行っ
たときとは全く異なるうちとけた雰囲気が印象
的である。別れを惜しみながら見送り、後片付
けをして解散する。
④事後学習
各自、当日の様子や学んだこと、反省点をま
とめて「書く技法」の授業にて提出し、添削し
ていただいた。その添削をもとに修正したもの
を翌週の授業に持参し、グループワークにて内
容を共有し、全体に向けて発表を行った。「人
見知りする子どもにどのようにかかわったらよ
いのか分からなかった」「1人の子どもにかか
りきりになり、周りが見えていなかった」「事
前に用意した遊び道具のことを忘れており、使
用せずに終わった」「子どもは次々と遊びが変
わり、発想力に驚かされた」「子どもと遊ぶに
は体力が必要であることが分かった」「保護者
の方ともっと話をすればよかった」「保護者の
方にかえって気をつかわせてしまった」「次は
もっと自分から積極的にかかわっていきたい」
など、いずれも実際にかかわることを通して見
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えてくる学びや反省点が多く見受けられた。
将来、精神保健福祉士や保育士など対人援助
職を目指す学生にとって、子どもたちの姿や親
子のかかわり、保育士の動きや援助を目の当た
りにしつつ、自ら子どもや保護者とかかわる経
験をもつことは非常に重要である。この交流活
動はごく短時間であるものの、基礎的な学びを
得るための貴重な経験の場となっている。そし
てさらに、この経験をいかに今後につなげてい
くかが伴となる。そのため、同時期に開講され
る松井担当の保育原理の授業においては、この
交流活動を例に挙げながら、子どもの遊びを育
む環境構成や、年齢差と個人差をふまえた援助
のあり方、個と集団のかかわりなど、保育にお
いて重要な点を解説することも行っている。
（4）　 児童養護施設保育士を招いてのゲストス
ピーチ（島田）
この取り組みは平成 27年度まで継続して
行ってきた。社会福祉法人青葉学園の西山明美
氏（保育士）を招いて、児童養護施設の実態を
ご自身の経験から語っていただくというもので
ある。青葉学園は小舎制の園舎を導入するなど、
家庭的な雰囲気の中で子どもたちを養育指導す
ることを目指している施設である。幼児期から
思春期を経て退所を迎えるまでの子どもたちと
職員との関係は、家族同士で感じるような喜び
や苦しさに加えて、日常的に様ざまな葛藤が生
じやすい。児童養護施設の職員として、この葛
藤をどのように扱って子どもたちと接していく
のか。西山氏からは、現場で勤務している職員
にしか体験できない、現実的で具体的な取り組
みについて話していただいた。
授業は毎年、3回に分けて行った。まず事前
学習として、担当教員から施設における養護に
ついて講義を行った。学生はまだ専門知識が少
ないので講義を行うことは不可欠であるが、た
だ講義を聞くだけではなく、その講義からイ
メージを膨らませて、自分なりに施設保育士つ
いて考える機会を与えた。学生にワークシート
を配付し、「施設保育士の役割・特徴について」
「施設保育士のやりがいとしんどさについて」
「西山先生に聞いてみたいこと」の 3点から記
述させ、グループごとにシェアをさせた。この
シェアは、各自が他の学生の考え方を知り、自
分のイメージをさらに深めてもらうことを目的
としている。
2回目の授業がゲストスピーチ当日である。
西山氏は施設の一週間の様子を曜日ごとに振り
返りながら、保育士の勤務体制や業務内容につ
いて話してくださった。直近の一週間について
話してくださるので、毎年、現場の生き生きと
した様子が伝わってくる。また毎年、西山氏が
印象に残っておられる子どもたちとのエピソー
ドを事例的に取り上げ、自身の感情の動きも積
極的に話してくださるので、学生も教員も聴き
入ってしまう。特に思春期を迎えた子どもたち
との関わりは、家族の中で経験する以上の苦痛
と、それを乗り越えた時の大きな感動があり、
学生たちの興味関心を惹きつけるようであっ
た。このことは、スピーチの後の質疑応答や、
コメントカードの感想から伺えた。授業終了後
も、児童養護施設に関心のある学生は西山氏と
個別にコンタクトを取ったりすることもあっ
た。
3回目の授業では、前回のゲストスピーチに
ついて記入したコメントカードを持参したうえ
で、グループごとにシェアを行い、簡単な発表
を行わせた。毎年のことであるが、施設保育士
に関心のある学生も、現時点で関心のない学生
も、「子どもたちとの関わりの難しさ」と「子
どもたちの重要な発達時期を支える意義とやり
がい」の双方の観点から、施設保育士のありの
ままの姿を認識できたという発表が多かった。
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よって今回のような体験は、彼らが進路を選択
する際のひとつの指針になり得ると考えられ
る。
（5）　青葉学園・京都医療少年院の施設見学（島田）
この取り組みは平成 28年度に行ったもので
ある。前述のように、これまでは青葉学園の西
山氏をゲストスピーカーとしてお招きしてい
た。ゲストからお話を聴くだけでも、学生にとっ
ては良い体験になることは明らかになったが、
実際に自分の五感で得た情報は、さらに多くの
学びをもたらすと考えられる。平成 28年度は
施設見学の機会を得ることができたため、見学
実習を行うことになった。受講学生全員を参加
させることは物理的にできなかったため、他の
見学先として、京都医療少年院を設定した。見
学実習の取り組みもゲストスピーチの時と同じ
く、事前学習、見学、事後学習の 3回で構成し
た。事後学習ではそれぞれの見学先での学びの
発表を行わせることにより、互いに見学に行か
なかった施設についても知ることができる。発
表では、子どもたちを養育指導する施設、矯正
教育を行う施設という違いはあるものの、子ど
もたちに応じた丁寧な関わりを行っているとい
う点では共通するところがあった。学生たちは
そのようなことを共有できたのではないだろう
か。
施設見学で学生がどのような学びを得たのか
については、感想レポートからまとめてみたい。
青葉学園ではできる限り家庭に近い雰囲気の中
で生活が送れるよう配慮されている。このこと
に多くの学生は関心を持ったようである。たと
えば、衛生面上子どもたちは調理場に入れない
など施設ならではの制約がある。そういう中で、
お手伝いという形でなるべく料理を体験させる
工夫や、各自のコップやお箸が決まっているこ
と、生活上の些細な決まりごとやルールがある
ことなどは、学生も自分の家庭を振り返って、
同じような感じだと捉えていた。また、年齢ご
とに自分でできることは自分でするというのは
大切なことだが、“ 自分なら親にやってもらっ
ていることを自分でしなければならない ”と感
じる学生もいた。“ 小舎制園舎は太陽の日差し
も入りやすい設計で、木造という自然の暖かさ
を感じた “という感想や、子どもたちの部屋に
個性が表現されていたことに注目したり、職員
や子どもの関わりを少し垣間見て “家にいるよ
うに雰囲気が柔らかかった ”など、実際に施設
を見学しなければ分からない感想も多かった。
また施設の職員ならではのきめ細やかな対応
について感銘を受け、“ さらに児童養護施設に
ついて知りたい ”、“ 子どもと信頼関係を作る
のは難しいが、子どもに共感できる先生になり
たい ”と述べる学生もいた。また施設保育士に
なりたいという学生の感想では、“ 子どもの対
応では何が正解なのか分からない、試行錯誤し
ながら悩みながら接していると聞き、大変な仕
事だからこそやりがいも感じるのではないか”、
“ 施設で働くためには精神力も必要。さまざま
な葛藤を乗り越えて子どもたちと距離が近づい
た時、自分の仕事を誇りに思えると分かった。
自分も誇りを持てる保育士になりたい ” など、
真剣に自分の進路を考えていた。
一方京都医療少年院では、法務教官からの説
明と、入所者の生活の様子をビデオで見させて
いただいたことによる感想になる。学生たちは
当初、少年院に対しては怖い・厳しいといった
イメージを持っていたが、矯正教育が行われて
いる様子から、学校のような雰囲気もあること
が分かったようだ。入所者の学習状態を確認し
たうえでの進級制度については、“ 基本的なこ
とから社会復帰に向けての指導まで、段階を経
ることにはとても意味のあることだと感じた ”
という感想もあった。また入所者に対して教官
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が気を付けていることとして “嘘はつかない ”、
“ 話をしている時、自分が言いたいことがきち
んと伝わっているか確認する ”など、入所者に
対する丁寧で真伨な対応に注目している学生も
いた。
精神保健福祉士を目指す学生の多くは、入所
者が出院して地域へ復帰するための支援方法に
ついて学べたということを挙げており、保育士
を目指す学生の中には、虐待やひとり親家庭な
ど入所者の家庭環境に思いを馳せ、“ 少年院に
入る前に保育士として支援できることがあるの
では ”という感想もあった。自分自身の進路を
考えながら、学んでおくべきことに注目してい
る点は学生の主体性が発揮されたと評価できる
だろう。
3． 1 年次の学びと 2年次以降の専門課程
へのつなぎとして（松田）
以上が、保育福祉心理専攻の基礎演習で行っ
てきた実践教育の概要である。そして授業の最
後には、春学期の初年次演習からこの基礎演習
までを通して印象に残ったことや、自身で行っ
てきたボランティア体験、対人援助職を目指す
に至った理由や今後の学びの予定などについ
て、学生が 1人ずつ語る時間を設けることで、
1年次のまとめとしている。
1年次の秋学期から、それぞれの課程におい
て少しずつ専門課程の授業が始まってはいる
が、本格的に学び始めるのは 2年次以降である。
保育士課程においては専門の授業が占める割合
が圧倒的に増え、精神保健福祉士課程において
は障がい者と実際に交流する体験授業や、精神
保健福祉の歴史や制度について学ぶ講義などが
始まる。3、4年次にはどちらの課程において
も法定実習に赴くことになり、4年次ではこの
法定実習と卒論と就職活動を同時進行で行うこ
ととなる。さらに精神保健福祉士課程では 4年
次の最後の 1月に国家試験を受験することとな
る。
このような学びの流れの中で、1年次の春に
事前に必要な知識を得た上で施設見学をし、秋
の基礎演習では現場の人たちと出会う・接する・
関わる、あるいは当事者の話を聴く、というこ
とが必要となるのである。自分たちが目指して
いる職種と職場と対象者について、まずは知り、
関わりながら、大学での学びを深めると同時に、
人間理解および自己理解も深めていくことが期
待される。
初めに述べたように、学生たちの生活体験や
人との生の関わりが乏しくなってきている中
で、複雑な課題を山積みに抱えた現場に送りだ
さねばならないジレンマを感じつつも、大学で
の学びと現場での実践の往復の中で、学生たち
には少しでも在学中に社会に馴染んでもらい、
4年後に希望をもって巣立っていってくれるこ
とを願わずにおれない。

